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午
後
三
時
三
十
分
、
坂
井
神

奈
川
県
県
民
局
企
画
調
整
課
長

に
よ
る
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、

白
石
副
会
長
が
議
長
と
し
て
会

議
を
進
行
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
、
選
出
母
体
の
役
員

改
選
に
よ
り
、
会
長
に
は
、
前

神
奈
川
県
議
会
議
長
の
田
島
信

二
氏
に
替
わ
り
、
先
の
県
議
会

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
七
月
二
十
二
日
（
金
）
午
後
三
時
三
十
分
よ
り
、

横
浜
市
西
区
紅
葉
ヶ
丘
二
番
地
「
も
み
じ
ざ
か
　
じ
ょ
い
ぷ
ら
ざ
」（
神
奈
川
婦
人
会
館
）
に
お
い
て
、

平
成
二
十
三
年
度
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

で
新
た
に
神
奈
川
県
議
会
議
長

に
就
任
し
た
持
田
文
男
氏
を
選

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
副
会
長

に
は
、
前
日
本
青
年
会
議
所
関

東
地
区
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
会
長
の
高
橋
幸
一
氏
に
替
わ

り
、
同
会
長
の
佐
野
博
之
氏
、

事
務
局
長
に
は
前
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
神
奈
川
県
連
合
会

副
事
務
局
長
の
久
保
田
政
宏
氏

に
替
わ
り
、
同
事
務
局
長
の
柏

木
教
一
氏
を
、
理
事
に
は
前
神

奈
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
専

務
理
事
の
横
田
和
浩
氏
に
替
わ

り
、
同
専
務
理
事
の
塚
原
良
一

氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

（
新
役
員
は
、
下
記
平
成
二
十

三
年
度
役
員
名
簿
の
と
お
り
。）

次
い
で
、
第
二
号
議
案
平
成

二
十
二
年
度
事
業
報
告
、
第
三

神
奈
川
県
議
会
議
員
（
川
崎

市
宮
前
区
選
出
）。
平
成
七
年

に
初
当
選
以
来
、
連
続
五
期
当

選
を
果
た
す
。

こ
の
間
、
水
資
源
・
み
ど
り

対
策
特
別
委
員
会
、
防
災
警
察

常
任
委
員
会
、
新
産
業
・
中
小

企
業
対
策
特
別
委
員
会
、
厚
生

常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
各
委

員
長
を
歴
任
。

平
成
二
十
年
五
月
か
ら
二
十

一
年
五
月
ま
で
自
由
民
主
党
神

奈
川
県
議
会
議
員
団
団
長
。

平
成
二
十
三
年
五
月
、
神
奈

川
県
議
会
議
長
に
就
任
。
神
奈

川
県
出
身
。
六
十
歳
。

号
議
案
平
成
二
十
二
年
度
収
支

決
算
及
び
監
査
報
告
、
第
四
号

議
案
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計

画
（
案
）、
第
五
号
議
案
平
成

二
十
三
年
度
収
支
予
算
（
案
）

を
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。

推
進
委
員
報
告
（
そ
の
二
）
今

回
は
平
成
二
十
三
年
度
「
内
閣
府

の
取
組
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

内
閣
府
北
方
対
策
本
部
か
ら
は

平
成
二
十
三
年
度
の
予
算
が
対
前

年
度
比
一
七
六
・
四
％
を
確
保
し

た
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
使
途

は
返
還
要
求
運
動
の
充
実
強
化
、

北
方
領
土
問
題
の
長
期
化
や
元
島

民
の
高
齢
化
に
鑑
み
、
◇
若
い
世

代
に
対
す
る
啓
発
・
教
育
◇
元
島

民
に
対
す
る
援
護
（
墓
参
等
、
後

継
者
育
成
）
の
強
化
◇
強
調
月
間

で
あ
る
八
月
を
中
心
と
し
た
全
国
キ

ャ
ラ
バ
ン
の
実
施
◇
各
種
メ
デ
ィ
ア

と
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組
み
合
わ

せ
た
集
中
的
な
広
報
啓
発
の
実
施

◇
各
種
の
コ
ン
テ
ン
ツ
充
実
に
よ
る

情
報
発
信
機
能
の
強
化
◇
全
国
北

方
領
土
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開

催
◇
北
方
領
土
教
育
機
会
の
拡
充

（
根
室
地
域
へ
の
修
学
旅
行
誘
致
）

◇
教
育
実
践
の
た
め
の
調
査
研
究

及
び
副
教
材
ソ
フ
ト
の
作
成
◇
元

島
民
等
の
北
方
四
島
へ
の
渡
航
機

会
の
確
保
（
墓
参
を
含
む
「
ふ
る

さ
と
訪
問
」）
な
ど
で
あ
り
、
特
に

青
少
年
へ
の
北
方
領
土
問
題
の
啓

発
を
促
進
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
内
閣
府
で
は
、

文
部
科
学
省
に
協
力
を
得
て
、
都

道
府
県
教
育
委
員
会
に
中
学
校
の

社
会
科
等
に
お
い
て
「
独
立
行
政

法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
」

等
の
行
う
北
方
領
土
問
題
に
関
す

る
研
修
や
事
業
へ
の
理
解
や
教
員

等
の
参
加
に
つ
い
て
配
慮
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
所
管
の
学
校
及
び
市
町

村
教
育
委
員
会
に
対
し
て
周
知
を

図
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ

フ
大
統
領
、
十
二
月
に
は
シ
ェ
ヴ

ァ
ロ
フ
第
一
副
首
相
、
本
年
一
月

に
は
バ
サ
ル
ギ
ン
地
域
発
展
相
、
二

月
に
は
セ
ル
ジ
ェ
コ
フ
国
防
相
の
相

次
ぐ
四
島
訪
問
、
五
月
に
は
韓
国

の
野
党
国
会
議
員
が
北
方
領
土
・

国
後
島
を
訪
問
し
た
等
々
、
我
が

国
に
お
け
る
返
還
要
求
外
交
は
後

退
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
神
奈
川
県
民
会
議
と
し
て
も

長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
返
還
要
求

外
交
交
渉
に
、
民
間
と
し
て
何
が

出
来
る
か
真
剣
に
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
綾
井
）

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ

い
ま
会
長
に
ご
選
任
を
い
た
だ

き
ま
し
た
神
奈
川
県
議
会
議
長

の
持
田
文
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
県
民
会
議
は
、
昭
和
六

十
年
に
発
足
し
、
今
回
で
二
十

七
回
目
の
総
会
を
迎
え
る
と
い

う
こ
と
で
、
そ

の
間
、
皆
様
方

に
非
常
に
情
熱

を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
ご
努

力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。戦

争
終
結
か
ら
六
十
五
年
余

り
が
経
過
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
三
十
一
年
に
、
日
ソ
共
同

宣
言
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
も
っ

て
国
交
が
回
復
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら

半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
一
向

に
返
還
交
渉
が
進
ま
な
い
状
況

に
あ
り
、
皆
様
方
も
本
当
に
歯

が
ゆ
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
は
、
メ
ド
ベ

ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
ロ
シ
ア
の

大
統
領
と
し
て
初
め
て
北
方
四

島
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
日
本
が
抗
議
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア

の
重
責
を
担
う
政
府
要
人
の
訪

問
が
続
い
て
お
り
、
ま
さ
に
私

た
ち
日
本
人
の
気
持
ち
を
逆
な

で
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か

と
い
う
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

こ
う
し
た
日
本
の
原
則
的
立
場

と
相
容
れ
な
い
ロ
シ
ア
の
行
為

を
是
正
し
、
次
な
る
行
動
・
活

動
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
私

ど
も
も
し
っ
か
り
と
政
府
に
向

け
て
、
声
を
大
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
方
で
、
私
ど
も
が
政
府
を
し

っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
し
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
認
識
の

中
で
行
動
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
大
切
に
な
る
と
考
え
ま

す
。外

交
交
渉
は
我
々
一
人
ひ
と

り
が
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
政
府
に
よ
り
初
め
て
外

交
交
渉
が
成
り
立
つ
わ
け
で
す

が
、
そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を

我
々
が
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
今
後
も
大
切
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

神
奈
川
県
民
の
皆
様
方
に

は
、
今
一
度
し
っ
か
り
と
正
し

い
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
我
々
も
活
動
を
続
け
て

い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
し
、

会
員
の
皆
様
方
お
一
人
お
一
人

に
は
、
こ
の
運
動
の
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
の
中
を
は
じ
め
、

県
民
の
方
々
に
お
伝
え
を
い
た

だ
い
て
、
広

く
周
知
に
努

め
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ

と
が
大
切
だ

と
思
い
ま

す
。

今
後
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご

活
躍
に
ご
期
待
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
私
自
身
も
微
力

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

神
奈
川
県
議
会
議
長
　
持
　
田
　
文
　
男

◇

持
田
文
男
会
長
◇

新
会
長
に
持
田
文
男
県
議
会
議
長
を
選
任

平成23年度総会
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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

役 職 名
会 長

副 会 長

事務局長

理 事

監 事

氏　　　名
持 田 文 男
白 石 俊 雄
佐 野 博 之
柏 木 教 一
塚 原 良 一
瀬 戸 浩 一
松　尾　美智代
井 上 早 苗
松 井 佑 子
綾 井 祐 一
亀 井 　 昇
嶋　田　幸　雄

団　体　等　の　職
神奈川県議会議長
日本労働組合総連合会神奈川県連合会顧問
日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会会長
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川崎市地域女性連絡協議会会長
横浜市女性団体連絡協議会会長
北方領土問題対策協会神奈川県推進委員
神奈川県傷痍軍人会会長
神奈川県中小企業団体中央会専務理事
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今
年
に
入
り
、
新
た
に
七
団

体
の
方
々
に
加
入
い
た
だ
き
ま

し
た
。

新
規
加
入
の
皆
様
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
民
会
議
と
し
て
も
、
こ
れ

を
機
に
さ
ら
に
活
動
を
前
進
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
員
名
簿
順
）

○
神
奈
川
県
行
政
書
士
会
様

○
神
奈
川
県
情
報
サ
ー
ビ
ス

産
業
協
会
様

○
神
奈
川
県
専
修
学
校
各
種

学
校
協
会
様

○
神
奈
川
県
中
小
企
業
家
同

友
会
様

○
神
奈
川
県
バ
ス
協
会
様

○
神
奈
川
県
薬
剤
師
会
様

○
横
浜
貿
易
協
会
様

昨
年
十
一
月
の
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
大
統
領
の
国
後
島
訪
問

以
後
、
北
方
領
土
を
め
ぐ
る
ロ

シ
ア
と
の
関
係
は
非
常
に
厳
し

い
局
面
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
民
世

論
を
盛
り
上
げ
、
外
交
交
渉
を

後
押
し
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
、
北
方
領
土
に
関

す
る
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
若

い
世
代
に
お
け
る
問
題
の
認
知

度
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の

世
代
に
向
け
た
北
方
領
土
教
育

や
啓
発
活
動
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
今
年
度
は
独
立
行
政
法
人

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
を
中

心
に
、
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

全
国
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

（
一
）
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

八
月
〜
十
一
月
に
か
け
て
、

ロ
シ
ア
と
の
関
係
を
学
び
な
が

ら
、
北
方
四
島
に
つ
い
て
も
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

参
加
型
ク
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト
「
ナ

ル
ホ
ド
！
　
学
べ
る
日
本
と
ロ

シ
ア

〜
考
え
よ
う
、
北
方
四

島
〜
」
が
全
国
七
都
市
（
札

幌
、
仙
台
、
東
京
、
名
古
屋
、

大
阪
、
広
島
、
福
岡
）
で
開
催

さ
れ
る
ほ
か
、
全
国
三
十
六
都

市
で
地
方
都
市
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。
神
奈
川
県
で
も
神

奈
川
新
聞
社
が
中
心
と
な
り
、

北
方
四
島
と
の
交
流
（
ビ
ザ

な
し
交
流
）
は
、
日
本
国
民
と

北
方
四
島
在
住
ロ
シ
ア
人
が
相

互
に
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
、
住
民
交
流
会
、
意
見
交
換

会
等
を
通
じ
て
、
相
互
の
理
解

と
友
好
を
深
め
、
ロ
シ
ア
人
住

民
の
北
方
領
土
問
題
に
対
す
る

理
解
を
促
す
と
と
も
に
、
日
本

に
対
す
る
信
頼
感
の
醸
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
に
事
業
が
開
始

さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
日
本

側
と
四
島
側
双
方
合
わ
せ
て
、

延
べ
一
六
、
三
九
三
人
（
平
成

二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現

在
）
が
交
流
を
深
め
て
お
り
、

今
年
度
で
交
流
開
始
か
ら
二
十

年
を
迎
え
ま
す
。
平
成
二
十
三

年
度
（
八
月
十
七
日
（
水
）
〜

二
十
二
日
（
月
）
開
催
）
は
、

神
奈
川
県
民
会
議
か
ら
白
石
副

会
長
が
参
加
し
、
国
後
島
、
択

捉
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
の
訪
問
事
業
の
様
子
は
、

本
年
度
県
民
大
会
に
お
い
て
、

白
石
副
会
長
か
ら
報
告
す
る
予

定
で
す
。

独
自
の
地
方
都
市
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

地
方
都
市
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
日
時
・
会
場
な
ど
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
一

環
と
し
て
、
県
民
会
議
の
持
田

会
長
と
若
者
と
の
座
談
会
も
企

画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
模
様
は

神
奈
川
新
聞
の
紙
面
に
掲
載
さ

れ
る
予
定
で
す
。

（
二
）
全
国
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト

次
代
を
担
う
若
い
世
代
が
北

方
領
土
問
題
を
身
近
な
問
題
と

し
て
捉
え
、
関
心
を
持
ち
、
北

方
領
土
に
関
す
る
歴
史
等
を
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
全
国
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
会
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

応
募
の
働
き
か
け
を
是
非
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
テ
ー
マ：

北
方
領
土
に
関
す

る
こ
と
（
歴
史
的
経
緯
、
解

決
方
法
試
案
、
返
還
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
等
）

○
対
象：

全
国
の
中
学
生

○
募
集：

平
成
二
十
三
年
九
月

一
日
（
木
）
〜
十
月
三
十
一

日
（
月
）

○
条
件：

原
稿
用
紙
四
枚

（
一
、
六
〇
〇
字
）
以
内
、

ス
ピ
ー
チ
時
間
五
分
以
内

○
選
考：

第
一
次
、
第
二
次
、

最
終
選
考
（
第
一
次
選
考
に

お
い
て
、
各
都
道
府
県
か
ら

最
優
秀
作
一
点
を
推
薦
し
ま

す
）

※
応
募
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、「
独
立
行
政
法
人
北
方

領
土
問
題
対
策
協
会
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
参
考
】

内
閣
府
が
、
全
国
二
十
歳
以

上
の
者
三
、
〇
〇
〇
人
を
対
象

に
行
っ
た
「
北
方
領
土
に
関
す

る
特
別
世
論
調
査
」（
平
成
二

十
年
十
一
月
）
に
よ
る
と
、『
今

後
、
若
い
世
代
の
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
へ
の
参
加
を
促
す

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
組

み
が
重
要
と
考
え
ま
す
か
』
と

の
問
い
に
対
し
て
、
北
方
領
土

問
題
に
関
す
る
学
校
教
育
や
テ

レ
ビ
、
新
聞
等
の
報
道
の
充
実

が
重
要
と
い
う
回
答
が
過
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。

平成23年８月31日（水曜日） （２）（第49号） 四島
し ま

のかけ橋

◇
田
島
前
会
長
一
年
間
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
に
本
年
三
月
に
は
神
奈
川
県

議
会
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
を

含
め
、
関
連
各
大
臣
宛
に
「
北

方
領
土
問
題
の
解
決
促
進
を
求

め
る
意
見
書
」
を
提
出
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
◇
持
田
新
県
会
議
長
、
本

年
度
の
会
長
職
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
昭
和
六
十
年

に
神
奈
川
県
民
会
議
が
設
立
さ

れ
て
四
半
世
紀
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
遅
々
と
し
て
進
展
し
な

い
返
還
要
求
を
前
進
さ
せ
る
べ

く
、
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
綾
井
）

編
集
後
記

若
い
世
代
へ
の
啓
発
事
業
に
力
を
入
れ
ま
す
！

白
石
副
会
長
が『
平
成
二
十
三
年
度
北
方
四
島

交
流
訪
問
事
業
』に
参
加
し
ま
し
た
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第27回　
北方領土返還要求運動神奈川県民大会

日　時 平成23年11月８日（火）18：00～19：45
場　所 横浜情報文化センター 情文ホール
内　容 記念講演、北方四島交流訪問事業報告ほか。

皆様、ふるってご参加ください。

選　択　肢
北方領土問題に対する正しい理解と認識を持たせるための学校
教育の充実
北方領土問題についてのテレビ番組や新聞報道などの充実
インターネット等の若い世代向けの媒体を用いた広報・啓発の
充実
若い世代向けの広報・啓発イベントの開催
元島民の話を聞く会の開催

回答割合
55.8％

53.7％
43.5％

25.8％
24.2％

☆北方領土問題とビザなし交流の経過表
（平成23年８月16日付　毎日新聞より）

S20.８

S31.10

S56.２
H３.４

.10

.12
H４.４
.５

H５.10

H６.10

H９.11

H10.４

.７

.10
H11.９
.10

H12.10

H13.３

H14.６

H18.８

H19

H21.１

.２

H22.５

.11
H23.５

第二次世界大戦で日本が米英ソ中など連合国側に降伏。ソ
連軍が北方四島へ侵攻し、占拠
日ソ共同宣言で国交回復。平和条約締結後の歯舞、色丹の
返還を明記
第１回の「北方領土の日」（２月７日）
ゴルバチョフ大統領が来日し、海部首相との会談で北方四
島の「ビザなし交流」を提案
外相間の「往復書簡」でビザなし交流の実施を決定
ソ連崩壊。新生ロシアが誕生
初のロシア側訪問団の受け入れでビザなし交流が幕開け
初の日本側訪問団が国後、色丹、択捉の３島に渡航
細川首相とエリツィン大統領が「東京宣言」に調印。四島
帰属問題の交渉継続に同意
色丹島沖を震源とする北海道東方沖地震が発生。緊急人道
支援の供与
橋本首相とエリツィン大統領による「クラスノヤルスク合
意」。H12までの平和条約締結に全力を尽くすと約束
橋本首相がエリツィン大統領との会談で「四島の日本への
帰属確認後、当面はロシアの施政権を認める」非公式案
（川奈提案）を提示。学術や文化など専門家を対象とする
ビザなし交流拡大に合意
日本語講師を国後島に初めて派遣
北方領土周辺水域で日本漁船の「安全操業」始まる
元島民らがかつての居住地を訪れる「自由訪問」始まる
日本政府が建設した緊急避難所兼宿泊施設「友好の家」が
国後島に完成
日本政府のチャーター機が戦後初めて北方領土空域を飛行
して国後島へ
森首相とプーチン大統領の会談で日ソ共同宣言を「交渉の
出発点」とすることを確認（イルクーツク声明）
北方領土を巡る疑惑にからみ、鈴木宗男衆院議員を東京地
検が別件の収賄容疑で逮捕
北方領土・貝殻島付近で日本漁船「第31吉進丸」がロシア
警備艇に銃撃され、乗組員１人死亡
ロシアが巨費を投じて四島のインフラ整備や資源開発を行
う「クリル（千島）諸島社会経済発展計画」に着手
ビザなし交流に基づく人道支援物資の輸送で、露側が出入
国カードの提出を求める
麻生首相とメドヴェージェフ大統領が会談し、「独創的ア
プローチ」による領土問題解決で一致
露側が入港税の支払いを求める。領土問題を話し合う「対
話集会」を露側が拒否、「意見交換会」に改める
メドベージェフ大統領が露首脳として初の国後島訪問
20年目の交流スタート

「ロサ・ルゴサ（ギリシャ語で「ハマナス」）号」


